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1. はじめに

 本学保育科学生のうち高等学校において3年間音楽を選択していなかった者も多く. なかに

はハ長調以外の調については理解できていない学生もいる. ピアノ演奏についても同様に大差

か見られる. そこで専門教育科日伴奏法1およびllでは一年間で初歩的内容から各調の主要

三和音および属七和音の構成と転回を取りあげこれらの基礎的内容がどれだけ理解され. 実

際の子どもの歌の伴奏にどのように生かされ応用することか出来るかを明らかにし理解の程

度を把握することを目的とした. 

 データを解析するに当たり各学生の得点を単なる合計得点としてあるいは各設問を正解を

した人数として扱わずに. 各設問と学生を個別に取りあげながらしかも集団としての特性を

引き出すように努めた. その結果各設問に対する解答の正誤の問には強い関連があり対象

とした学生は解答の誤り方(無回答を含む)によっていくつかのパターンのあることが分かっ

た. これらの結果は学生が楽譜をどのような段階的に理解するかを示唆し教育の指針になる

と考えられるのでここに報告する. 

2. 教材および方法

 1992年2刀初句すなわち年度末の授業時間の約60分間に次報の移調を含み本学保育科1

年生105名を対象として. 次のような内容で調査を行った. なお2年生では蹄楽に関する科

目の一部が選択科目になるのでこの時期が全体像を把握できる最後の段階である. 

 五線譜とへ音記号および音階名のみを印刷記入し. これに調号とともに全音符で音階を書き

込むことを口頭で指示した. 設問はハ長調・ト長調・二長調・へ長調およひ変ロ長調の各々に

関する音階・調号(ハ長調を除く)・主要三和. 音および属七和音の転回計5×6-1＝29問で

ある. その解答を本研究の材料として用いた. なお解析法は結果の該当する部分に記す. 
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3. 結  果

 3・1.  各設問に対する解答の正誤

 各設問に対する正解誤解答無解答の人数を表1に示す. 対象は105名であったのでこの

表の数値はほぼ百分率とみなせる. 正解をした人数はハ長調の音階に対する91名から変ロ長

調の和音V7に対する24名まで設問によって大きく異る. 誤った解答をした人数と解答をしな

かった人数は設問によって異なり音階と調号に関する設問では解答をしなかった人数よりも

誤った人数の方か多かった. 和音に関する設問では無解答の人数の方が多く. 学生の1/5から

1/2に達した. それらの変化には次のような特徴が見られる. 

 1. 空調とも音階に対する正解者が最も多く記号に対する正解者がこれに次ぎ正解者数

は和音1一和音W≒和音V一和音V7の順に減少する. へ長調と変ロ長調の調号に対して解答

を誤った人数が多い. それ. らを除くと上記の正解者の減少は主に無解答者の増加による. 

 2. 各調とも和音Vに関する設問に対する正解者誤解通者および無解答者の人数は和音

IVに関するそれらの人数とほとんど同じてある. 

 3. 音階と各和音に関して正解者か最も多いのはハ長調に関する設問でその人数はト長

調≒二長調一へ長調一変ロ長調の順に減少する. この減少は主に無解答者の増加による. ただ

し調号に関する設問では異なる傾向が見られる. 

 4. ト長調と二長調の各設問に対する正解者の人数はほぼ同じであり後者の方が誤った解

答をする人数か少なく無解答者の人数か多い. 

                      3・2.  解答の正誤の関連

  表1・各設問に対する解答の正誤の人数     3・2・1.  2×2分割表: 解答の正誤の
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注:対敦はjo5名、 ｛ )は正解に近い解答をした

 人数を示す、

問の関連を調べるために5つの調の各々に

関する6つの設問(音階・調号および4つの

音階)より選んだ2つの設問に関する組み合

わせ(6C2×5ニ75組)のすべてに関する2

×2分割算と6つの設問の各々に関する5

つの調より選んだ2つの調の組み合わせ

(rC2×＝60組)のすべてに関する解答の正

誤の2×2分割表を作った. これらの例とし

てハ長調の音階に対する解答の止:誤と音階に

関する他の設問に対する解答の正誤の関連を

表2・1・1(左の4数列)にト長調の音階に

対する解答の正誤と同じくト長調に関する他
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の設問に関する解答の正誤の関係を表2・1・2(左の4数列)に示す. しかしそれらの全ての

組み合わせにおいて正解者の多い方の設問(表2・1・1ではハ長調)に対して解答を誤り正解

者が少ない方の設問(その他の調)に対して正しい解答をした人数(表の誤正一左より3列目

一の欄の数値)が極めて少ない. このように百分野(正解率)が50％から著しく隔たり(表1

を参照)しかも度数か5以下の項が見られる分割表(各行左より4コの数f直)では一方の

設問に対する解答の正誤によって他方に対する解答の正誤の率か異なるかどうかをカイ自乗に

よって検定できない1〕. この例ではハ長調に対する正解者に見られるト長調に対する正解率は

89/91＝0. 93と誤解答者に見られる1司じ正解率2/］4ニ。. 14が同じとみなせるかどうかの検

定を意味する. したがって. 周辺度数(それぞれの設問に対して正しい解答をした人数と誤っ

た解答をした人数一3・2・2の最初に記す)をそのままにして…方の設問に対する止解者に見

られる他方の設問に対する正解率と誤解答者に実際に見られた正解率との差が実際に見られた

と同じかそれよりも著しくなる(85/91と2/14(85＋1)/91と(2-1)/14(85＋2)/91と(2-

2)/14)確率をFisherの直接確率計算法t)を用いて計算したがこの確率はハ長調の音階と和

音V7の問で最も高く0. 024となりそれ以外では0. 01以下であった. すなわちすべての組み

合わせにおいて一方に対する解答の正誤は他方に対する解答の正誤に関連がある(例えば表の

最上段ではハ長調音階に対して正解をした学生はト長調音階に対しても正しい解答をし一この

例では91下中85名一前者に対して誤った解答をした学生は後者に対しても誤った解答をする

一14名中12名)とみなせることが分かった. 

  3・2・2. 関連指数: 先に記した2つの設問の紅み合わせのすべてにおいて解答の正誤

の問に強い関連のあることが2×2分割表に関する検定の結果から分かった. この関連の強さ

は学生が理解する際の関連一一方の設問で問う内容を理解できれば他方のそれも理解できる一

の程度を知る手がかりになると考えられる. しかしFisherの方法によって求めた確率は極

めて低いので関連の程度を表すために次の指数を用いた. 表2・1・1の最上段の例を用いて次

にこの考え方を説明する. 

 ハ長調の音階に関する設問に対して正解は91名(85＋6)、誤解答または無解答は14名(2＋

12)ト長調の音階に対して正解は87名(85＋2)誤解答または無解答は18名(12＋6)であっ

た、両方の設問に対する解答の正誤が完全に関連しているとすれば. 正解率が低いト長調に対

して正解であった87名はハ長調に対しても正解を示し正解率が高かったハ長調に対して誤解

答または無解答であった14名はト長調に対しても同様になるはずである. このときには両方の

設問に対して同じ解答をする人数は87＋14＝101名である. これを完全関連の理論値(理論値

1)とする. これに相当する実測値の97名はこの値に極めて近い. この理論値は両方の設問に

対する正解率が近いときには対象者数に近い値を取る. しかし両方の設問に対する解答の正誤

の間に全く関連がない場合でも何人かは同じ解答をするはずである. これは一・方の設問に対す
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          表2. 2つの設問に対する解答の正誤の関係

2・1・1. ハ長調の音階に対する解答の正誤と他の調のそれの関係
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2・1・2.  ト長調の音階と他の設問に対する解答の正誤の関係
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2・2・1・1. 音階あるいは調号に関する各設問に対する解答の正誤の関係の指数

調号

音階
    ハ長調 ト長調 二長調 へ長調 山口長調

ハ長調

卜長調

二長調

へ長調
変口長調

/ O.  83

 /

O. 84

1. 00

0. 69

O. 83

0.  73

 /

O. 94

0. 69

1. 00

0. 93

0. 73

 /

O.  70

O. 89

0.  75

0. 84

0. 80

 /

2・2・1・2.  和音1あるいは和音Nに関する各設問に対する解答の正誤の関係の指数

和剖V

和音1
ハ長調 ト長調 二長調 へ長調 変口長調

ハ長調

ト長調

二長調

へ長調
変口長調

 /

1. 00
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O.  92
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 /
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 /
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1. 00
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0.  90
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 /
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・・2・1・3・縮・あるいは儲・…関する各設問に対する解答の正誤の関係璽指数
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2・2・2・1.  ハ長調あるいはト長調に関する各設問に対する解答の正誤の関係の指数
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2・2-2-2. 二長調あるいはへ闘‘・関する各言芒間‘こ対する解答の正誤の関係の指数. 「

へ長調. 
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2t2・2・3. 変・繍に関する各設問に対する解答璽誤の関係の指数
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る正解率をPi他方の設問に対する正解率を加 q l＝1-Pl q2ニ1-Ptiとすれば ともに正

解をする人数の理論値は(対象者数)×ln×p2ともに誤解答または無解答である人数の理論

値は(対象者数)×ql×q2である. これらの和を無関連の理論値(理論値2)とする. ここ

で説明に用いた例におけるこの値は

      105 × (91/105) × (87/105) 十 105 × (14/105) × (18/105＞ ＝ 77. 80

である. この値は2つの設問に関して正解率がともに1か0に近いと解答の正誤に関連が

なくても全人数の105に近い値を取る. したがって実測値が理論値1あるいは全対象者数に近

くてもそのことだけから2つの設問に対する解答の正誤の問の関連が強いとみなせない. こ

の関連の程度を表すために次の値を用い以後これを関連指数(単に指数と略す)と呼ぶ:

          (実測値一理引値2)/ (理論値1一理論｛直2＞

この指数は両方の解答の正誤が相互に完全に関連しているときは1無関係のときは0にな

る. 相互に反対の関係にあるときは負の値を取る. 表2・1・1(同じ系統の設問に関する調問の

比較)と表2・1・2(同じ調に関する設問間の比較)において右から4番目の列に実測値3番

目の列に理論値12番日の列に理論値2右端に指数を示した. 先に示した全ての組み合わ

せにおける指数を表2・2・1・1から表2・2・2・3に示した. これらの表から次のことが分かる:

 音階・調号あるいは同じ和音に関する2つの設問の組み合わせ(75組)における解答の正誤

の関連(表2・2・1・1一表2・2・1・3)

 しほとんどの組み合わせにおいて指数はO. 9以上となり解答の正誤の間の関連が強いこ

とが分かる. 

 2. 音階(表2・2・1・1の右上)に関する設問の指数の中で最も低い(0. 73)のは二親調一ト

長調二長調一へ長調の組み合わせである. これらの正解率が高い方の設問に対して誤った解

答をした学生18名あるいは19名のうちの4名が低い方の設問に対して正解をしたためである. 

本来は解答か分かっていても不注意等のために正解率が高い方の設問に対して解答を間違うと

このような現象は当然起こり得る. このような者が5. ％程度あることは避けられないと考えら

れる。

 3. 調号に関する組み合わせのうちで指数が最も低い(0. 69)のは変ロ長調とト長調ある

いはこ長調との組み合わせである. これらの組み合わせでは正解率の高い方の設問に対して

誤った解答をした学生40名のうちの6名が. 正解率の低い方の設問に対して正解をしたためで

ある. 

 4. 和音に関する設問の組み合わせではへ長調と変ロ長調の和音1に対する設問の組み合

わせを除くすべての組み合わせにおいて指数はC). 9以上で1名から3名が上記のような解答

をしたためである. 

 同じ調に関する2つの設問の組み合わせ(60紅〉における解答の正誤の関連(表2・2・2・1一
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表2・2・2・3)

 5. 同じ調に関する6問のうちから2間を取る組み合わせの大部分では指数は高いa

 6. ハ長調に関する設問の組み合わせにおいて1. OOより低い値は正解率が高い方の設問

に対して誤った解答をした学生14名のうちの1名か2名が正解率が低い方の設問に対して正

解をしたためである

 7. ト長調に関する設問の組み合わせでは調号が関連するすべての組み合わせにおいて指

数がやや低い. これは2名から6名が先に示したような解答をしたためである. しかしt原因

は紐み合わせによって異な11 音階との組み合わせでは2名が調号に関して正解をしたためで

ありその他の組み合わせでは4名から6名が調号に対して誤った解答をしたためである. 

 8. すべての調号において調号と音階・和音との問の指数に低い傾向が見られる. 

 すなわち2つの調の音階・調号あるいは同じ和音あるいは同じ調に関するこれら2つの設

問に対する解答はともに正しいかともに間違う傾向が強く正解率が低い方の設問に対して

正解をするが高い方に対して解答を間違う学生は1-2名程度である. ただし調号に関する

解答のiE誤の関連はやや異なり最大数名に関してこのような現象が見られる. なお正解率

の差に相当する人数は高い方だけに正解をすることは当然である. 

 2・3.  解答の正誤のパターンによる学生の類型化

 これまでに記したように同じ調に関する各設問に対する解答の正誤の問と音階・調号・

同じ和音に関する異なる調に関する設問に対するそれらの間に関連は非常に高いが他方では

正解率は設問によって変わりしかも2・1に記したような規則性が見られる. 以上は各設問あ

るいは2つの設問に対する解答の正誤の関連に見られる傾向である、これらの結果から105

名の学生に関して29の設問の全体を取りあげても解答の正誤にある規則性か見られるかそ

の規則性によって学生をいくつかの類型に分けられる可能性が示唆される. そしてもしこのよ

うな類型化が可能てあれば譲解答をする原因に関する手がかりが得られそれは今後の個人別

あるいは集団の指導に役立つと考えられる. 

 このような取りあげ方に関していくつかの統計的な方法が考えられる. しかしここで扱う原

データはそれぞれの設問に対して「正解」・「誤解答」・「無解答1のいずれかでありこの

ような原データの基本的な性格が種々の統計的な手法を用いる際の制約となる. したがって

簡単な方法て類型化の可能性の見当をつけてその可能性が高ければ統計的な方法を考えれば

よい. 

 この考え方に従って正解を「＊」誤解答を「一」無解答を「. 」で表示し各学生の解答パ

ターンを29コの文字列(記号の列)として表す. 原データにおける学生の並ぶ順序は個人番号

でありしたがってどのように並べ変えてもよい. この105の文字列を29の設問に対する得点

の合計(各設問に対する正解を1それ以外を0とする)に並べ変えると図1のようになる. 
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もしこれから規則性が把握しにくければこの横29コ縦105コの文字(記号)の列について

必要に応じて縦の順序あるいは横の順序を人れ換えて同じ記号がまとまるようにすることを考

えた. しかし実際にはこの最初のステップにおいてかなり明らかに学生の類型化ができたの

で行あるいは列の置き換えは必要としなかった. 図1から学生を次のように類型化できる:

(ここでは表現を簡潔にするために無解答は誤解答に含めた. )

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

全問正解

誤解答は調号に限られる

誤解答は利回V7に限られる

誤解答は特定の1つの調に限られる(b)

2と3の複合(ただし＃)

誤解答は和音IVとVに限られる

得点範囲 28-25

    27-24

    24-23

      20

      19

名
名
名
名
名
名

7
4
6
3
1
1

   誤解答は特定の2つか3つの調に限られる(主にbと＃が2コ)18-16  6名

   誤解答は和音(特にIV V V 7)に限られる       14  3名

   正解は音階と特定の調に集中する            13  1名

   正解は主に音階と和音【に集中する          12-11  3名

 10. 正解は主に音階と調号に限られ得点の低下に伴ってまず調号に対する正解が減少

  し次いで音階に関する」E解が減少する         10一 0  60名

 この類型化ては細かな差まで取りあげ例外的なものを少なくするために少人数でも1つ

の型にしている類型3-5および類型6-9の12名は見方を変えるか基準を緩和すればある

いは解答の誤りをさらにテスト結果に戻って(誤り方)検討すれば束ねられるだろう. また理

解しているが不注意のために解答を誤ることも起こり得る. 人数が少ない類型はこの可能性が

強いと考えられる. この影響を避けるために同じ学生に対して類似したテストを行って各

学生が類型になるかどうかを確認しなければならない. 

 2・4.  同一調あるいは音階・和音に関するいくつかの設問に対する得点相互の関係

 これまでは解答者佃人の特徴に重点を置き各設問を個別のものとして扱い得点を集計しな

いで扱うことに重点を置いて分析した. この方針に従って2つの調あるいは2つの音階また

は和音に関する設問に対する解答の正誤の関連と全設問に対する解答の正誤のパターンを取り

あげた. それらの結果として解答者の類型化ができた. しかしここでは観点を全く変えて共

通点を持ついくつかの問題に関する得点(正解を1誤解答を0として扱う)を合計してそ

れに見られる傾向の抽出を試みた. したがって以下の分析では次のことが無視される短所が

あるので注意しなければならない:例えば音階に関する5つの設問において得点が2点で

あったとしてもそれらが同じく＃に関する2問かbに関する2問かあるいはそれぞれが1つ

だけの2問かによって実際の意味は異なる. これと似たことが同じ調に関する得点にも含まれ
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黒瀬

る. 例えばハ長調に関する得点が2点の場合音階と調号に関する2問か和音に関する2問か

あるいは和音に関する2問でもどの組み合わせかによって意味は異なる. 

 この得点間の関連のような問題は得点の範囲が広い場合は得点間の相関係数の検定か回帰

分析が用いられるだろう. 先に記したような得点の本質に関する問題の他に少数の設問に対

する得点は数値白丁に起因する問題が含まれる. 得点は変域が狭く調号は0から4まで

音階と和音では0から5まで各回では0から6まで(ハ長調では5まで)しか変化しない

そしていずれも自然数である. このような数値の場合には特別の配慮をしない限り一般の統

計法は適用できない. また一一一般の統計法は階級別の度数がほぼ等しいか中央の階級において高

い場合に適用できる. 次にデータが白然数であるという特徴に重点を置いて度数分析として扱

ってもその分布型が問題になる. 表3の左から2番日の欄に示すように丁各階級のデータ数

に著しい偏りが見られ音階・調号・和音に関する得点の場合はほとんどのデータが最高と最

低の階級に属し. 各調に関する得点の場合は中央付近の度数が著しく低い. 各設問の正解率を

APj. /)k…・誤解答率をq＝1一♪i qj＝1-Pj9kニ1-Pk……とし各設問に対する解答

の正誤が相互に無関係であるときの分布として二項分布を発展させて(Pi＋qi)(ち＋gノ)(ρk

＋qk)……のような分布を基礎としても上記の基本的条件の中央付近の階級の度数が低い分

布は見つけにくい. したがって統計的手法よりも度数の違いを考慮しながら平均値の推移を概

観する方が実状に適している. この際度数が少ない自然数の平均は大きく変動するのでそれ

らに注意しなければならない. 音階・調号・各和音あるいは各回に対する得点(正解をした設

問の数)によって学生を分け他のそれらに関する得点の平均を表3の3番目より右の各回に

示す. 例えば最上段では音階に関する設問5間中のすべてが正解であった学生は65名あり

その65名の調号に関する4問に対する得点の平均は2. 83和音1に関する5問に対する得点の

平均は3. 00であったことを示す. この表から次の傾向が認められるこの際それぞれの満点

は異なり. 音階では5点調号では4点各和音とハ長調では5点それら以外の各調では6

点であることに注意しなければならない:

 1. いずれの群の得点を説明変数的に考えてもその減少に伴って他の群の得点も減少する. 

 2. 左から3列目の数値が高いことから分かるようにいずれの群を説明変数的に考えても

音階に対する得点は高く説明変数最低得点の段階まで高い値を保つ(ただし調に対する得

点を説明変数的に考えた場合を除く). すなわち音階に対する得点は他の群に対する得点に伴

って減少するが他のいずれかの設問群に関する得点が0の学生でも音階に関する設問の半

数以上に対して正解をする傾向がある. しかし各調に関する群を説明変数的に考えると得点

0の階級の学生の音階に対する得点は著しく低い. 

 3. 音階に対する得点が5以外の学生は調号と和音に関する設問に対してほとんど正解を

示さない. 調号・和音に対する正解は音階に関する得点が4以上の学生しか期待できない
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表3. 音階・調号または和音に関する得点に伴う他の設問群の平均得点の変化
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表3(続)
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保育科学生の什奏に関する調と和音の理解度一調と和音

 4. 調号に対する得点を説明変数的に考えた場合. ＿音階に対する得点を基準とした場合に

似た傾向が認められるがそれほど明確でない. これは音階に対しては対象者の60％以上が全

問三三であるのに対して調号に対する得点は低い方に尾を引くことと関係かあると考えられ

る. 

 5。和音1に対する得点を説明変数的に考えた場合. . . . 得点が0の学生でも音階に対して平

均3問の正解か得られる. しかし得点5以外の学生は調号に対して平均1問か2問しか正解は

見られない. また和音1に対する得点が低下しても調号に対する得点は低下しない和音1に

対する得点が5または4の学生以外は他の和音に対する得点が低く特に学生の約半数を占め

る得点0の学生は他の和音に対しても正解を示さない。和音1に対する得点5の学生はいずれ

の調に対しても高い(ほとんどの学生か全問il三解に近い)得点を示す. 各調に対する得点が急

に低下する和音1の得点階級は調によって異なりハ長調では低くへ長調と変ロ長調では和

音1に対する高い得点段階で得点の低下がすでに起こる. 

 6. 他の和音に対する得点を説明変数的に考えた場合もほぼ同様な結果が得られるこれ

は各和音に関する解答の正誤の間に強い関連が見られるためである. 

 7、ハ長調に対する得点を説明変数1'ltJに考えた場合……音階に対する得点は得点0以外の学

生では高い. 調号に対する得点は低くその低下傾向は緩やかであるが得点0の階級で著し

く低い. 和音1に対する得点はハ長調に対する得点2の段階までやや高いが. 他の和音に対す

る正解は得点5または4の段階以下の学生ではほとんど見られない. 他の調に対する正解は得

点5および4の段階の学生では高いか得点0の段階では他の調に関する設問に対する正解は

ほとんど見られない. 

 8. 他の調に対する得点を説明変数的に考えた場合も同様な傾向が見られる. これは表

2・2・2・1から表2・2・2・3に示したように音階・各和音に関する解答の正誤において異なる調

の間に強い関連が見られるのでこのような結果を示すためであると考えられる. 

3. 考  察

 各設問はハ長調を除き6問の解答を求め計29問であった. 各回とも音階の正解率が最も高

くハ長調・ト長調・二長調・へ長調および変ロ長調の順であった。

 ハ長調における誤解答の1】名と無解答の3名についてはへ音記号上の記入ではあったもの

のすでに譜面を読み取りながら演奏することをある程度経験しているのでこのような間違

いが起こるとは考えられない状況である. 

 また変ロ長調において正解率が低いのは本学で使用しているピアノの最初の教則本(バイ

エル)については1曲のみでありまた子供の歌においても変ロ長調の曲数が少ないのでこ
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の変ロ長調に接する頻度が低かったこともその一因であると考えられる. また主音に変記号

(b)がっくということへの抵抗感とも考えられるa

 音階の埋解に関して嬰種調音階にくらべて変種長音階がむつかしいと学生は考えている可

能性がある. これは前に述べたように主音か派生音(黒鍵)になるためであると考えられる. 

ト長調・二長調およびへ長調においては. ほとんど同じ学生がそれぞれ誤解答と無解答であっ

た. すなわちこれら3つの調の段階まで理解できる学生とできない学生に分かれることを意

味する. 

 調号に関してはト長調・二長調およびへ長調と無解答がほぼ同数であるが誤解答がへ長

調に多くなっている、この誤解答が多いことについては理解しているつもりが間違ったとい

う不完全さのためであるがその理由は考えられない. 

 和音について正解率は最高約54％から最低約24％で属七の和膏において誤解答が多くなって

いるためであると考えられる. いずれの調でも和音Vに対する正解・誤解答および無解答の人

数は和音tvに対するそれらとほぼ同じであることに関して次のように考えられる:各調のWと

Vの和音は基本型で隣り合わせである. そこでIVの和音を間違うとVの和音も間違うのではな

いかと考えられる. 

 長音階における主音は嬰種長音階ではハ長調を基準としト長調は完全5度上の諸音と二

長調はト長調の主音から完全5度上の三音を主音とする関係にあり. 変種長音階ではハ長調の

主音より完全5度下の諸音を主音とし変白長調はへ長調の主音より完全5度下の諸音を主音

とする関係にある. このことから考えるとこの基本となることか十分理解できているならば

どのような調でも音階・調号・利音は理解できると考えられる. 

 5～6人程度が誤解答をしたのは不注意によるか逆に十分に理解できていないのかいずれ

かであると考えられる. このいずれかを確かめるためには同じようなテストを繰り返せばよ

い. 

 また解答の正誤の関連についてはすべての組み合わせにおいて一方に対する解答の正誤は

他方に対する解答の正誤に強い関連があることが認められた。すなわち. 音階・調号・和音の

基本について理解されているならば どのような調についても理解できると考えられる. 100

人中最大6人程度が正解率が高い設問に対して解答を誤り低い設問に対して正しい解答をし

たのは不注意のために前者に対する解答を誤ったためであると考えられる. この種の調査では

この程度の食い違いは避けられないだろう. 

 同じ調の2つの設問の組み合わせにおける解答の正誤の関連については1司じ調の中では

その調の基本がわかればすべてに対して正解をできるためであると考えられる. また異なる調

に対する設問の組み合わせに関する結果によれば. どれかの調を理解できれば他の調も理解で

きていることが分かりしたがって誤解答は特定の学生に集中することになる. 
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保育科学生の伴奏に間する調と和音の理解度一調と和音

次に類型化から見ると全問正解者についてはすべてのことを理解していると認められる. 

 調号の誤解答については高得点の者のうちのに4名でト音記号との混同があったとも考え

られる. 

馬七和音については七の意味は把握しにくく他の三和音よりもむずかしいと感じているよ

うに思われる. 

 誤解答が孝11音のみであったり二長調の音階のみ正解であったりということについては理解

しがたく逆にこのことに特に強い理解力を示したとも考えられる. 

 得点10点以下め学生は特に和音についての理解ができていないと考えられ表而上だけの

うわすべりの内容の理解であると考えられる. 

 得点相互の関係についてもいずれかの調において音階・調号かできている者は他の調にお

いても同様で音階・調および和音が理解できれば調が変わってもすべて把握できていること

が認められた. 

4. 結 論:理解に対する総合結果と教育に対するサジェスション

 基礎概念がわからない者が無解答として表れる. 

 一つの間違いは全体の誤解答につながってくる. 基礎的な事柄を徹底して掌習させ理解さ

せることが必要である. 

 理論的な内容や実披に対する時間を多く費やすことにどちらかといえば背を向けがちな学生

達にとっては五つの調に関する各設問の結果を見ても内容の徹底をはかることといえる. 

 楽譜を読み取る上でピアノを弾く場合階名唱をする場合いずれも固定ド視(奏)唱を

しているがこの1祠定ド視(奏)唱のために実際の音の流れをつかむことにおいて＃・b

のついた音が感じられないように思われる. またこれが簡易伴奏において困難を感じるように

思われる. 

 調と調. 調と調号調と和音の関係についての規則的な把握を十分すること. 

 また音楽に関する他の講義内容例えば音楽理論実技としてのピアノt歌唱等の学習にお

いてそれぞれに強い関連があることを学習者に認識させる必要があると考えられる. 

 それぞれの講義の横のつながりを考え相！に応用できるように努めることであると考える、

5. 要  約

 年度末の60分間に保育科1年生105名の学生に対して五線譜とへ音記号および音階名のみ

を記入した用紙を配布しハ長調・ト長調・二長調・へ長調および変ロ長調の各々に関する音
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階・調号(ハ長調を除く)・主要三和音および属七和音の回転計29問の解答を記入させ本報

の材料とした. その結果を要約すると次の通りである:

 1、各調とも音階に対する正解者が最も多く調号に対する正解者がこれに次ぎ正解者数

は和音1一和音IV≒和音V一和音V7の順に減少する. 

 2. 各調とも和音Vに関する設問に対する正解者誤解答者および無解答者の人数は和音

IVに関するそれらの人数とほとんど同じである. 

 3. 音階と各和音に関して. 正解者が最も多いのはハ長調に関する設問でその人数はト長

調≒二長調一へ長調一変ロ長調の順に減少する. 

 4. 音階・調号あるいは同じ和音に関する2つの設問の組み合わせ(75組)における解答の

正誤の関連を表2・2・1・1から表2・2・1・3に同じ調に関する2つの設問の組み合わせ(60組)

における解答の正誤の関連を表2・2・2・1から表2・2・2・3に示した. これらの表から次のことが

わかる:2つの調の音階・調号あるいは同じ利音あるいは同じ調に関するこれらの2つの設問

に対する解答はともに正しいかともに間違う傾向が強く正解率が低い方の設問に対して正

解をするが高い方に対して解答を間違う学生は1-2名程度である. ただし調号に関する解

答の正誤の関連はやや異なり最大数名に関してこのような現象が見られる. 

 5. 29問に対する正解(＊)・誤解答(一)・無解答(. )を29コよりなる文字列(105列)で

表し図1に示した. これらの文字列の類似性によって学生は次のように類型化される:

O. 全問正解

1. 誤解答は調号に限られる

2. 誤解答は和音V7に限られる

3. 誤解答は特定の1つの調に限られる(b)

4. 2と3の複合(ただし＃)

5. 誤解答は和音WとVに限られる

6. 

7. 誤解答は和音(特にIV V

8. IE解は音階と特定の調に集中する

9. 正解は主に音階と和音1に集中する

10. 

 し次いで音階に関する正解が減少する

得点範囲 28-25

27-24

24-23

20

19

名
名
名
名
名
名

7
4
6
3
1
1

1

   誤解答は特定の2つか3つの調に限られる(主にbと＃が2コ)18-16 6名

                V7)に限られる     14  3名

                             13  1名

                            12-11 3名

   正解は主に音階と調号に限られ得点の低下に伴ってまず調号に対する正解が減少

                            10-0  60名

 6 同一調あるいは音階・和音に関するいくつかの設問に対する得点の相:々欄係を表3に示

しそれに見られる主な特徴について記した. 
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